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Abstract 

The roof tiles have been used to the temples， castles， and commoners' houses from ancient times， so to study 

them is one of the main archaeological themes. It is necessary to collect the modern roof tiles as the basic data 

for the following study. The shapes of roof tiles differ in the location of the usage， and its difference is due to血e

type of the excavated buildings. For the time being， we must collect the complete roof tiles to compare the 

broken ones. Our collections of roof tiles are not sufficient for this purpose， yet it is of great importance that出ey

are composed of the samples from the Ryu防uIslands and Korea besides ]apan mainland.τbe collections 

contain the valuable Korean making tools of roof tiles. 

1.考古学のための瓦コレクションの意義

瓦は古代以来寺院・城から庶民の住宅に至るまで様々に用いられているため，考古学の主要なテーマのーっ

となっている。そのための基礎資料として，現代の民具である瓦を収集しておく必要性は次のとおりである。

瓦は使用される位置によって形態の違いがあるO その違いは建物の性格によっても変化がある。したがって

発掘された建物の性格を検討するうえでは，まず、正確な現状を知っておく必要性がある。またその前提として，

しばしば破片として出土する瓦の全形を知るうえでも，完形品の比較資料を基礎資料として備えておく必要が

ある。

この目的を達成するためには，本コレクションは必ずしも十分ではない。しかしながら若干の特徴が無い訳

ではない。それは，本州の資料の他に琉球・韓国の資料が含まれていることと，韓国の特徴的な製作道具が含

まれていることであるO

資料総数は37点で，内33点は瓦， 4点は製作用具である。その内訳は，本州の瓦20点，琉球の瓦5点，韓国の

瓦8点，製作用具4点である。

なお，記載に当たっては， 1:名称と若干の説明， 2:採集地または寄贈者と年月日， 3:法量などの順に記

す。また挿図・写真の番号は資料番号と一致させているO

II.愛知県豊橋市曽我瓦寄贈の瓦

各形態ごとに 1点ずつ全14点寄贈して頂いた本資料は，大型の鬼瓦などを除き ごく普通の民家で使われて
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